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６月２６日（水） 

第３３回 県連女性協議会定期総会を開催 

 群馬県生協連女性協議会では、６月２日（火）に群馬県ぐんま男女

共同参画センターにて第３３回定期総会を開催し、代議員・オブザー

バー含め６０名が参加しました。司会を木下運営委員（こくみん共済

coop）が務め、木暮副会長（北毛保健生協）の挨拶の後、議長として

パルシステム群馬の柳井常任理事が選出されました。 

議案提案では、第１号議案、第２号議案ともに木暮副会長が行い、全議案が賛成

多数で承認されました。 

第２号議案では、「生協連の部会への変更に向けた対応の件」として、女性協と

いう名称での活動を終了し、新たな部会として性別に限らず、多

様性をテーマとした活動を行っていくという提案でした。提案に

至った背景、検討経過、検討内容について木暮副会長から報告さ

れ、女性協議会という名称での活動は終了し、新たな名称、新たな目的の活動

を進めていくことについて承認をいただきました。採決後、茂木運営委員（群

馬中央医療生協）による閉会挨拶があり、第一部総会を終了しました。 
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第３３回定期総会 第二部記念講演 

「LGBTQを裏側から考える～性の多様性と日本社会～」 
講師：東京大学大学院特任研究員 高井ゆと里先生 

 

第二部では記念講演として、「LGBTQ を裏側から考える～性

の多様性と日本社会～」と題し、東京大学大学院特任研究員で

ある高井ゆと里氏による講演が行われました。高井氏は、昨年

まで群馬大学に勤務していたことから、群馬の情報も交えつ

つ、マイノリティが排除されてしまう社会構造的な背景などに

ついてお話されました。 

「運動が嫌いな子供の割合」は女子の方が高く、学年が上が

ると差が広がり、女子の運動嫌いの割合は男子の２倍以上。好き嫌いの個人差は確かにあるが、

集団で見ると『ただの個人差とは言えない何かがある』このような投げかけから始まった講演。 

物事の背景を知り、多様性と包摂よりも、画一性と排除に注目するという視点は、とても興味

深く、新鮮でした。 

質疑では、災害避難所や病院におけるジェンダーへの配慮など、参加者から出された質問にも

丁寧に回答され、質疑を含め約９０分の講演が行われました。  

 

 

 

女性なのに、女性だから、男なのに、男らしくなど性別に関する生きづらさを感じていません
か？一人で抱え込まずに「とらいあんぐるん相談室」にご相談ください。秘密は厳守します。 

相談窓口 電話番号・時間 相談内容 

とらいあんぐるん相談室 

（ぐんま男女共同参画センター） 

女性用 
027-224-5210  火・水・金・日 

9：00～12：00・13：00～16：00 

家事や育児を一人でしてい

る。仕事と家庭の両立が難

しい。職場がつらい、家族

とうまくいかない、などの

悩み相談 
男性用 

027-212-0372 

第２・４日曜 13：00～16：00 

【性犯罪、性暴力などの悩みの公的相談窓口】 

相談窓口 電話番号・時間 相談内容 

性犯罪被害相談電話（警察） 
＃8103（緊急を要する場合は１１０番） 

または、0120-271-110 
性犯罪被害相談の窓口 

女性相談者専用電話（警察） 
027-224-4356 

月～金 8：30～17：15 

ＡＶ出演強要など、 

女性相談者専用の窓口 

Ｓａｖｅぐんま（群馬県性暴力

被害者サポートセンター） 

027-329-6125 

月～金 9：00～17：00 

性暴力被疑者のための 

サポートセンター 

群馬県女性相談支援センター 

【ＤＶ相談】 

027-221-4463(月～日 9:00～17:00) 

【女性相談】 

027-261-4466(月～土 9:00～17:00) 

ＤＶをはじめとした女性

の不安や悩みについて相

談することが出来ます。 

 

各種相談窓口のご案内 



 

２０２５年度 女性協運営委員会活動報告  
 

５月１４日に、国立女性教育会館（NWEC）を訪問し、施設見学と、「日

本国憲法１４条と同性婚、夫婦別姓との関係性」と題した学習会を行いま

した。館内では男女雇用機会均等法の成立に尽力し「均等法の母」と呼ば

れた「赤松良子」パネル展を開催しており、展示物の解説をしていただき

ました。また、戦後８０年であることから、NWEC 近くにある「原爆の

図丸木美術館」を見学しました。 

※国立女性教育会館（NWEC）は、２０２６年４月で解散となりました。 

※丸木美術館は全館改修工事のため 2027 年 5 月 5 日頃まで長期休館中です。 

７月９日に、第 1 回運営委員会の中で、 

群馬県生活こども課の塚越真奈美氏をお招

きし、男女共同参画学習会を開催しました。

群馬の男女共同参画の現状や県の取り組み

などを学びました。 

１０月８日にパルシステム群馬渋川センターを訪問し、懇談会を開催しました。移転開設間もない渋川

センターの施設見学をさせていただき、パルシステム群馬の男女共同参画の状況や今後の課題などを報告

いただきました。また、女性協議会の在り方についてもアドバイスをいただきました。 

   

２月１０日に、群馬県生涯学習センターで『映画 〇月〇日区長にな

る女。』の映画鑑賞会を開催しました。2022 年の杉並区長選挙で、わず

か 187 票差で当選した新人女性立候補者、岸本聡子さんの選挙活動を

追ったドキュメンタリー映画で、午前・午後１回ずつ上映し、６１名が

参加しました。少ない参加人数でしたが、参加者からは大変好評でした。 

女性協議会が主催した企画以外に、他団体等が企画したイベントにも参加しました。 

・ ６月２６日（木）渋川市アンコンシャスバイアスセミナー（主催：渋川市） 

・１１月１９日（水）フートピア２１企画参加 「映画 二宮金次郎」視聴 

・ ３月１６日（月）フートピア２１交流会参加（利根沼田森林組合、川場村役場視察） 

他、生協大会、消費者大会、など 



 

 
 

１９９４年に女性協議会が結成されてから３０年以上が経過しました。 

女性協設立時以降、男女共同参画に関する法律は順次制定され、また、女性が被害者になることが多い、Ｄ

Ｖやストーカー被害防止のための法律も制定されるなど、法整備が整ってきました。 

また、国際的にはＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の取り組みが開始されるなど社会情勢は変化してきてい

ます。変わりゆく社会情勢の中で、女性協議会も変化が求められていました。 

 

 
 

このような社会状況の変化もあり、女性協の在り方については、２０１９年度に検討を始めましたが、そ

の後コロナ禍となり、総会や規約の見直しには至りませんでした。 

新型コロナが概ね終息した２０２３年から、目的やテーマ、名称等も含め、様々な視点から今後の在り方に

ついて慎重に協議を重ねてきました。 

 

第３３回 県生協連女性協議会定期総会では、女性協議会という名称での活動は終了し、２０２６年度は

新たな形での活動を開始することについて承認いただきました。引き続き、会員生協のみなさまのご意見を

お聴きしながら、性別や年齢にこだわらず、お互いに認め合う社会、個人の特性にかかわらず、その個性と

能力を発揮して活躍できる社会の実現に向けて、より良い活動ができるように努めてまいります。 

 長きにわたり、県連女性協議会の活動にご理解、ご協力いただきましたこと心より感謝いたします。 

ありがとうございました。 

 
 

２０２５年度女性協メンバー 

  ※総会後、講師の高井さんとの記念写真 

 

・後列左から 

宮口さん、井上さん、茂木さん、 

長谷川さん、山口（事務局） 

 

 

・前列左から 

萬代さん、高山さん、 

高井さん（講演講師）、 

木暮さん、木下さん 


